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1 相似な図形と線分　右の図のように，1 辺が 15 cm の正三角形 ABC の紙を，頂点
Cが辺 AB 上にくるように折り曲げ，C の移った点を D，折り目の線分を EF とする。

CE=7 cm，AD=5 cm のとき，線分 CF の長さを求めなさい。

 〔 〕

2 平行線と比①　次の図で，x の値を求めなさい。

⑴　DE™BC  ⑵　a™b™c

　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　

  〔 〕 〔 〕

3 平行線と比②　次の図で，x の値を求めなさい。

⑴　AD™BC，AC=BC  ⑵　AP=PQ=QB，AM=MC

　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　

  〔 〕  〔 〕

⑶　AB™CD™EF，AC：CE=5：3  ⑷　AB™PQ™DC

　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　

  〔 〕 〔 〕

4 角の二等分線と比　右の図の△ABC で，D，E はそれぞれ^ABC，^ACB の二

等分線と辺 AC，AB との交点，F は線分 BD と CE の交点である。

⑴　線分 AD の長さを求めなさい。

 〔 〕

⑵　EF：FC を求めなさい。

 〔 〕
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6① 相似な図形
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5 線分比と面積比　右の図の ABCD において，辺 AB を3等分する点のうち点A

に近い方を E，辺 BC の中点をFとする。また，対角線 BD，線分 DF と線分 CE と

の交点をそれぞれ G，H とする。

⑴　BG：GD を求めなさい。

 〔 〕

⑵　FH：HD を求めなさい。

 〔 〕

⑶　 ABCD の面積を 240 cm2 とするとき，四角形 BFHG の面積を求めなさい。

　

 〔 〕

6 相似な図形の面積比と体積比　次の問いに答えなさい。

⑴　右の図の△ABC で，DE™BC，AD：DB=2：3 である。△ADE の面積が 8 cm2  

のとき，四角形 DBCEの面積を求めなさい。

 〔 〕

⑵　右の図のような円錐形の容器に，水を 810 cm3 入れたら深さが 27 cm になった。

水を深さが 9 cm になるまでこぼしたとき，こぼした水の体積を求めなさい。

 〔 〕

7 三角形の重心　右の図のように，△ABC の3辺 BC，CA，AB の中点をそれぞ

れ D，E，F とし，線分 CF と線分 AD，DE との交点をそれぞれ G，H とする。こ

のとき，GH：FC を求めなさい。

　　

 〔 〕
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1 右の図で，四角形 ABCD，四角形 EFGH は，どちらも長方形である。点Eは辺 

 BC 上にあり，辺 EF は点Dを通る。点Aを通り辺 EF に平行な直線と点Dを通り

辺 EH に平行な直線との交点をPとする。このとき，次の問いに答えなさい。
⑴　△CDE§△PDA であることを証明しなさい。

⑵　線分 AP と辺 EH の交点をQとする。AB=4 cm，BC=16 cm のとき，四角形 PQED の面積を求めなさい。

〔 〕

2 右の図で，^A=90°，AB=15，BC=25，AC=20，^ABD=^CBD，
　^ACE=^BCE であり，点Fは線分 BD と CE の交点である。点Aから辺 BC  

にひいた垂線 AH と線分 CE，BD との交点をそれぞれ P，Q，点Eから辺 BC に

ひいた垂線 EI と線分 BD の交点をRとする。次の面積比を求めなさい。

⑴　△FBC：△ABC

　

 〔 〕

⑵　△FPQ：△FER

　

 〔 〕

3 右の図の△ABC で，辺 AB 上に点Dを，辺 BC 上に点Eを，辺 CA 上に点Fを，
それぞれ AD：DB=1：1，BE：EC=CF：FA=2：1 となるようにとる。また，
線分 BF と線分 CD の交点をH，線分 AE と線分 CD の交点をI，線分 AE と線分  

BF の交点をJとする。

⑴　BJ：JF を求めなさい。

〔 〕

⑵　△HIJ：△ABC を求めなさい。

　

 〔 〕
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4 AB=6，BC=8，CA=4 の△ABC がある。図のように，△ABC の内

部の1点 O を通り，辺 AB，BC，CAに平行な直線をひき，辺 BC，CA，
AB と交わる点をそれぞれ P，Q，R とすると，OP=OQ=OR となった。

⑴　OP=x とするとき，BP=  x となる。  にあてはまる数を答え

なさい。

〔 〕

⑵　OP の長さを求めなさい。

　

 〔 〕

⑶　△BPR：△ABC を求めなさい。

　

 〔 〕

5 点Aが頂点で，点Bを中心とする円Xを底面とする円錐を P，点Bが頂点で，円X

と平行であり点Aを中心とする円Yを底面とする円錐をQとする。円錐PとQが重な

ってできる立体を R，円錐Pから立体Rを除いた立体を S，円錐Qから立体Rを除い

た立体をTとする。円Xと円Yの面積比が 9：4 のとき，次のものを求めなさい。
⑴　円錐Pと立体Rの体積比  ⑵　立体Sと立体Tの体積比

　

  〔 〕 〔 〕

6 チェバ・メネラウスの定理　右の図の△ABC で，点
Eは辺 AC 上にあって，AE：EC=2：1，点Fは辺 

 AB 上にあって，AF：FB=3：2 とする。

　　線分 BE と CF の交点を P，直線 AP と辺 BC の交

点をDとするとき，次の問いに答えなさい。
⑴　次の線分比を求めなさい。

　①　BD：DC  ②　AP：PD

  〔 〕 〔 〕

⑵　△AFP と△ABC の面積比を求めなさい。

　

 〔 〕
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